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　　（1） A.  単純動詞に対応：救い，眺め，…
 B.  複合動詞に対応：引き伸ばし，乗り換え，…
 C.  動詞 + 動詞で複合動詞と対応無し：立ち見，崩し書き，…
 D.  並列関係：乗り降り，売り買い，…
 E.  X+ 動詞連用形：品切れ，ぐい飲み，甘煮，…
 F.  動詞連用形 + 名詞：干し草，届け先，飛び地，…
　本稿では動詞との派生関係に議論の焦点を絞るため，連用形名詞を（2）のよ
うに定義し，考察の対象を西尾（1961）におけるタイプ A, B のみとする 2。本













“Pure Lexicon”5 は統語計算の対象となる形式素性（formal feature）が存在
する部門である。“Morphology”は具体的な個々の語彙項目（音と意味の対応）
が存在し，語彙挿入（Lexical Insertion）が行われ，統語計算の出力に対して
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(4) න৻േജ઒⺑6(Single Engine Hypothesis) 
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　　（4） 単一動力仮説 6（Single Engine Hypothesis）
  二つの要素を組み合わせて新しい要素を作りだす操作は，全て統語部







2.2.  Root と語形成
　分散形態論の登場した 1990 年代前半は屈折形態論に関する研究が多かった
が，1990 年代後半から Root という概念が導入されるとともに，派生形態論・
語形成の研究も増大してきた。Root とこの概念に関する仮説は以下のように
まとめることができる。
　　（5） Root 仮説 7（Root Hypothesis）
  いわゆる語彙範疇の統語範疇（V, N, A）はもともと指定されている
のではなく，範疇未指定の要素“Root”＋統語的環境による指定で決





　　（6） Root-derived と Word-derived8（Arad(2003) など）
 a.  Root-derived: Root から直接形成される場合。ここから派生される
各語彙範疇（V, N, A）それぞれの間には（比較的）規則的な意味
的 / 音韻的関連性が無い 。











な局所性で捉えられるようになる 11（Marantz (2001), Arad (2003), Embick 
(2010) など）。
　具体例については，Volple (2005) の分析を通して見ることとする。Volpe 
（2005）はこの Root-derived と Word-derived の違いを用いて，日本語の名詞
化の分析を行っている。
3.  Volpe（2005）の日本語の名詞化に対する分析






 a.  連用形名詞は Root-derived であり，「- もの」の付加による名詞化
（例：食べもの）は Word-derived（Root → V → N）である。
 b.  連用形名詞には自他交替に関わる接辞を含むものがあるが，そ









　　（8） 動詞と連用形名詞の意味の対応（Volpe (2005): 44, Table 9）
 　動詞 　連用形名詞
 a. 散らす ちらし（広告・宣伝文を印刷した紙）
 b. 出す だし（出し汁）
 c. 流す ながし（台所にある物を洗ったりする設備）
 d. 垂れる たれ（食べものに味を付ける濃い汁）
 e. 切れる きれ（布の切れ端）








（2005）は「- もの」名詞化は動詞化という過程を経た Word-derived（Root →
動詞→名詞）であると主張している。
　ここで重要なのは，「- もの」名詞化は豊かな生産性を持つわけではなく（#

















  自 他 連用形名詞 
 a.  tir tir-as tir-as-i
 b.  naga-re naga-s naga-s-i
 c.  kir-e kir kir-e











の方に -e- が現れ，（10d）では他動詞の方に -e- が現れている。ここから，自
他交替に関わる形態は項の数を決定する機能範疇 v の具現形ではなく，den 
Dikken （1995）が示した数種類の項の増減に関わるオランダ語の接頭辞“ver-”
などと同じ “afﬁxal particle”であるとするのである。



















　　（12） a. Simple Root Structure, *Less than 3 Morae
 b.  Complex Radical Structure, No Mora Restriction
(Volpe (2005): 61)






⋉ޔ(10d)㧕ޠߩ଀ࠍ⷗ࠆߣಽ߆ࠆࠃ߁ߦޔߘࠇࠄߩ଀߽ Volpe (2005)߇ Root-derived
ߩᩮ᜚ߣߒߡ޿ࠆᗧ๧ߩਇⷙೣᕈ࡮ਇㅘ᣿ᕈࠍ᦭ߒߡ޿ࠆߩߢ޽ࠆޕ
 Volpe (2005)ߪߎߩ໧㗴ߦኻߒߡޔ⥄ઁ੤ᦧߦ㑐ࠊࠆធㄉߪᯏ⢻▸⇵ vߩౕ⃻





ᒻᘒߪ㗄ߩᢙࠍ᳿ቯߔࠆᯏ⢻▸⇵ vߩౕ⃻ᒻߢߪߥߊޔden Dikken (1995)߇␜ߒ
ߚᢙ⒳㘃ߩ㗄ߩჇᷫߦ㑐ࠊࠆࠝ࡜ࡦ࠳⺆ߩធ㗡ㄉ̌ver-”ߥߤߣหߓ “affixal 
particle”ߢ޽ࠆߣߔࠆߩߢ޽ࠆޕ
 Volpe (2005)ߪߘߩ਄ߢޔRootߣ affixal particle߆ࠄߥࠆⷐ⚛ࠍ“radical”ߣ๭߮ޔ
ㅪ↪ᒻฬ⹖ߦኻߒߡᰴߩࠃ߁ߥਅ૏ಽ㘃ࠍឭ᩺ߒߡ޿ࠆޕPART߇ affixal particleޔ
n߇ฬ⹖ൻࠍᜂ߁ᯏ⢻▸⇵ਥⷐㇱߢ޽ࠆޕ
(11) a. radical no inalization 
n
PART 
Root   -e- / -ar- / -as- / -׎, etc. 
  b. root nominalization 
n




ᧄ▵ߢߪ Volpe (2005)ߩㅪ↪ᒻฬ⹖ߩಽᨆߦߪޔ1) ࡕ࡯࡜ᢙߦ㑐ߔࠆ೙⚂ޔ




  Volpe (2005)ߦࠃࠇ߫ޔ⷏የ (1961)ޔᓇጊ (1999)ߢᜰ៰ߐࠇߚㅪ↪ᒻฬ⹖ߦ
ኻߔࠆࡕ࡯࡜ᢙߩ೙⚂߇ޔ(11)ߩಽ㘃ߦࠃߞߡᝒ߃ࠄࠇࠆߣਥᒛߒߡ޿ࠆޕ
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  日本語の自他交替の接尾辞で，[s] が現れた場合はその動詞は他動
詞で，[r] が現れた場合はその動詞は自動詞である。
この一般化に見られるように，自他の別と形態はかなりの程度規則的に対応し











　　（15） 形容詞 動詞 　名詞




 b. ama(-i) ama-e ：ama-e 甘え 18
 c. ita(-i) ita-m ：ita-m-i  痛み
 d. kowa(-i) kowa-gar ：kowa-gar-i 怖がり
 e. taka(-i) taka-mar ：taka-mar-i 高まり









4.4.  受動 / 使役形態素を含む連用形名詞
　さらに，連用形名詞には 4.3 で示した形容詞派生動詞ほどは体系的でないも
のの，受動 / 使役形態素を含むものも存在する。
　　（16） 受動 / 使役形態素を含む連用形名詞
 a. 引き込まれに注意！（写真左，つくばエクスプレス車内）
 b. ひも，コードのはさまれ（写真右，京都大学構内）
 c.  読み聞かせ 20，寝取られ，お呼ばれ，ふぁぼられ 21（web サービス
Twitter），泳がせ 22（釣り），寝かせ 23（携帯電話，パチンコ），…
動詞的要素を含まないのに受動 / 使役形態素が現れるということはかなり考え







































































則性は Root-derived / Word-derived の質的違いが決定的に現れる現象とは言
い難いのではないかと指摘している。
　　（18） Root-derived Word-derived
 a. edit edit-or edit-or-ial ‘of or relating to editor’
    ‘opinion article’
 b. class class-ify class-iﬁ-eds ‘small newspaper advertisements’
(Harley (2010): 1)
　また，（18）の例を見ると，下線に示したように Word-derived の語でも慣用
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1  西尾（2004）ではタイプ F は連用形名詞としての考察の対象から外されている。
2  先行研究においても，「連用形名詞」という語を用い，また西尾（1961）を先行研
究として挙げていても実際の考察対象はタイプ A, B のみであるというものは珍
しくないように見受けられる。
3  分散形態論のモデルや方法論全体については Harley and Noyer (1999), Embick 
and Noyer (2007), Embick (2010) を参照されたい。




多いようである（Harley (to appear) など）。
6  この訳語は田川（2012）による。管見の限り，今のところこの概念に対する定
訳はもちろん，邦訳の試み自体もほとんど見受けられない。











10 “Once the root has merged with a category head and formed a word (n, v, 




12 Volpe （2005）は「笑いもの」などの「- もの」は人を表すとして別扱いにしている。











15 この問題に対しては Kitagawa and Fujii (1999), 影山（2000, 2001）による分析が
ある。
16 厳密には，Root を動詞化する v と自他交替に関わる v は別の機能範疇である（cf. 
西山（2013））。自他交替や態に関わる v は動詞性を持つ v の存在を前提にするこ
とが多いが，もし動詞性が無くても自他交替や態に関わる v が直接 Root を選択
できるというようなことが経験的に検証されれば，Volpe (2005) の Root 派生分
析は別の形で保持することも可能になる。
























27 この議論については田川（2012），特に pp.209-211 も参照されたい。
